
グループホームふる里の風運営推進会議議事録 

H30.7.19 

■参加者 

三橋氏(町内会長) 

佐々氏（民生委員） 

坂井氏(地域包括支援センター) 

村野 秀治(ふる里の風グループ統括責任者) 

四津川 泰司(グループホーム「ふる里の風」管理者) 

伊井 幸美(グループホーム「ふる里の風」ケアマネージャ) 

 

■日時・場所 

7 月 19 日(木)13：00～ グループホーム「ふる里の風」 

 

■報告内容 

・6～7 月活動報告 

・災害に関して 

・次回開催日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■意見・発言等 

 意見・発言 グループホームからの打

診・回答 

三橋氏 災害に関して 

「新庄小学校」となっているが、先日の豪雨

の際も対応が後手になっていた。 

夜間帯の開錠や備蓄の問題も解決していない

との事。 

⇒施設で対応を検討された方が良いのでは、

とのこと。 

 

火災に関して 

町内会にグループホームで火災が起きた際に

協力する様、呼びかけて下さったとの事でし

た。 

⇒6班、8班が協力して下さるとのことでし

た。 

災害の際に関しては、施設

側で職員連絡網等作成し

て、避難誘導できる体制を

構築していく。 

 

備蓄品なども施設側で準備

しておく予定である。 

佐々氏 活動報告の中で、入居者の方の笑顔が多く苦

労もあると思う。 

ただ、グループホームはこれから必要な施設

である。 

 

認知症重度の方に関して 

四津川「ありがとうござい

ます」 

 

 

 

四津川「グループホーム

は、軽度～中度の方が多

い、そういった方が自立支

援や楽しみを持っていただ

くことで認知症の進行を遅

らせることが出来る。」 

 

 

 

 

 



■総括 

災害に関して、先日の大豪雨を受けて具体的に対応を立てなくてはいけない。 

施設独自の、避難マニュアル、経路の作製等問題はいくつかあるが、備えをしっかりと立

てていきたい。 

また引き続きグループホームの役割である自立支援を行っていき、その役割、認知症の相

談窓口としての役割も果たしていきたい。 


